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応用上のニーズを汲み取った時系列解析手法を構築しています。近年、特に、リカレンスプロットが重要なテーマになっ

てきています。リカレンスプロットは、元々時系列データを視覚化するための平面図です。逆変換が構築できるため、

ゆっくりとした外力を再構成したり、染色体の３次元構造を復元できたりします。また、リカレンスプロットを用いて、

決定論的な対象と確率論的な対象を分けるような検定を構築できます。

●各分野の応用上のニーズを汲み取った非線形時系列解析手法を構築していきます。

●染色体3次元構造再構成を利用して新しい生物学を作っていきます。

hirata@cs.tsukuba.ac.jp
https://sites.google.com/view/yoshitohirata/home
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●実データ解析で使える数学を目指して

●Looking for maths that matters in data analysis

非線形時系列解析、リカレンスプロット、染色体3次元構造再構成
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